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【結  果】  
撮影データ内で 68 回の離床が行われていた．このデータの一部を用いて検
出パラメータを最適化し，離床検出を行なったところ，68 回中 63 回 (92.6%)の
離床を検出した．検出漏れは 5 回 (7.4%)で，誤検出は 24 回 (27.6%)発生した．   
【考  察】  
現在病院内で用いられているセンサは誤検出が 70%であるため，高い検出性
能を実現できていると言える．誤検出 24 件のうち，離床した患者が，ベッド上







【結  論】  
距離画像センサを用いた，離床検出システムを実現した．本システムは患者
の体にセンサを取り付ける必要がなく，ベッドを自動認識するため，容易に利
用することが可能である．実験の結果から，本センサを用いた離床検出手法は，
有用な新規転倒予防装置となる可能性が示唆された．  
